
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.魅力ある観光地域づくり推進のための主な取組の連携図 
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「Ⅱ.事例編」で取り上げている観光地づくりの成功事例（16 事例）をもとに、魅力ある観光地域づくり

のための取組を類型化し、相互の効果的な連携を整理すると下記のようになります。各取組は大きく以下の

3 つの類型に大別されています。 

 

（1）「観光地としての土台づくり」 

ここで挙げられているのは、魅力ある観光地づくりの土台となる取組です。特に、コンセプトの発見～

地域観光資源のブラッシュアップまでの取組は観光地として優先的に実施することが望ましい核となる

部分となっています。 

 

（2）「土台を基にした新たな展開」 

ここで挙げられているのは、上記の土台となる取組をベースにして、さらに新たな展開を図るための取

組です。 

原則としては、（1）「観光地としての土台づくり」からスタートすることが望ましいですが、必ずしも

（1）を踏まえた上で実施されなければならないということではなく、地域の特性や取組みの熟度に応じ

て、順番を前後して実施される場合も考えられます。 

 

（3）「観光地づくりを推進する組織と人材」 

ここで挙げられているのは、観光地づくりを推進する上で重要となる組織の体制や人材育成を図るため

の取組です。これらは上記の「観光地としての土台づくり」、「土台を基にした新たな展開」のいずれにお

いても関わってくる取組です。 



 

※連携：連携して実施することが特に効果的と思われる箇所（「4.魅力ある観光地域づくり推進のための効果的な取組連携の考え方」参照）

※

　

　

観光資源を表現する施
設の整備【７】

　　　観光地づくりの基軸となるコンセプトの発見・創出【2】

　　発見・創出されたコンセプトの各種構想・計画への位置づけ【3】

環境・景観の保全、整
備【８】

　　環境・景観保全のための条
例、協定、制度の策定【4】

観光の立
ち寄り、
情報拠点
となる施
設の整備
【9】

　　各種支援制度の効果的活用【5】

観光客の
足となる
二次交通
手段の整
備
【10】

観光客の
移動をサ
ポートす
る仕組み
の導入
【11】

　
新たなマーケットに対する取組【14】

　
地域イメージの維持と形成【16】

　
観光地づくりの財源の確保【17】

　
新しい観光魅力創出への取組【15】

地域の観光資源（核となる商品）のブラッシュアップ

観光地としての土台づくり

土台を基にした新たな展開

連携⑥観光資源
を広める
ための広
告宣伝活
動
【13】

連携③

連携①

発見・創
出された
コンセプ
トを表現
するイベ
ントの実
施
【12】

連携④

連携②

観光資源を体験する
プログラムの発掘・
実施【６】

観光地づくりを推進する組織と人材

　　　　観光地としての地域経営を担う組織
　　　　の設立【21】

　
地域現状
把握のた
めの調査
【1】

連携⑤

　
　
観光地づ
くりを担
う人材の
発掘・育
成【19】

　
　
周辺地域
との広域
的な連携
【18】

　
　
観光地づ
くりに関
する協
議・連携
組織の育
成【20】

※
常
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
状
況
を
把
握

※コンセプトの反映 ※コンセプトの反映

※コンセプト実現のために必要なものを活用

※地域の特性、実情に応じて実施すべき取組を選択

※コンセプトの発見、位置づけに貢献
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※適宜連携

※適宜連携

：優先的に実施することが望ましい取組

連携②

連携④

※適宜連携

※適宜連携

：基本的に実施することが望ましい取組

観光宣伝・
プロモーション 観光客の利便性向上

観光地づくりのコンセプトの発見と位置づけ
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